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砺波市文化会館及び砺波市砺波農村環境改善センター指定管理者仕様書 

 

　砺波市文化会館及び砺波市砺波農村環境改善センター（以下「文化会館等」という。）の

指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書によるものとする。 

 

１　趣旨 

　　この仕様書は、文化会館等の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定め

ることを目的とする。 

 

２　基本的な考え方 

　砺波市文化会館（以下「文化会館」という。）の管理運営にあたり、市民の芸術文化の

振興と福祉の増進を図る場であるという、文化会館の設置理念に基づき管理運営を行う

こと。 

砺波市砺波農村環境改善センター（以下「農村環境改善センター」という。）を管理運

営するにあたり、農業経営及び農村生活の改善合理化、農業者等農村在住者の健康増進

並びに地域連帯感の醸成が図られるという、農村環境改善センターの設置理念に基づき

管理運営を行うこと。 

　　文化会館等を管理運営するにあたり、次に掲げる項目に沿って行うこと。 

（１）　文化会館等の設置理念に則した管理運営を行うため最大の努力を行うこと。 

（２）　施設利用者の安全確保を徹底すること。 

（３）　砺波市個人情報保護条例の規定に従い、保有する個人情報保護を徹底すること。 

（４）　効率的運営を行うこと。 

（５）　管理運営費の削減に努めること。 

（６）　利用者にとって快適な施設であることに努めること。 

（７）　自主事業の企画にあたっては、広く市民の意見を反映すること。 

 

３　施設の概要 

（１）　砺波市文化会館 

　　　　ア　名　　称　砺波市文化会館 

イ　場　　所　砺波市花園町１番３２号 

　　　　ウ　施設規模　構造　ＲＣ造　一部軸組ＳＲＣ造　客席屋根トラストＳ造 

　　　　　　　　　　　規模　地下１階　地上４階建て 

　　　　　　　　　　　延床面積　　４，４３５．３１㎡ 

　　　　　　　　　　　敷地面積　　６，６４２㎡ 

　　　　　　　　　　　駐車場面積　８，６９３㎡ 

　　　　エ　施設内容　大ホール（客席数１，２０７席）、楽屋１，２，３，４、主催者控



室１，２、リハーサル室、練習室１，２，３、駐車場、屋上展望

施設屋外階段 

（２）　砺波市砺波農村環境改善センター 

　　　　ア　名　　称　砺波市砺波農村環境改善センター 

　　　　イ　場　　所　砺波市花園町１番３２号 

ウ　施設規模　構造　ＲＣ造 

　　　　　　　　　　　規模　２階建て 

　　　　　　　　　　　延床面積　１，４４２．５１㎡ 

　　　　エ　施設内容　１階　多目的ホール・農事研修室・事務所等 

　　　　　　　　　　　２階　生活研修室・研修室・和室・視聴覚室等 

 

４　開館時間 

開館時間は、午前９時から午後１０時までとする。ただし、指定管理者は、特に必要

があると認めるときは、砺波市又は砺波市教育委員会（以下「砺波市等」という。）の承

認を得て、これを臨時に変更することができる。 

 

５　休館日 

　１２月２９日から翌年１月３日までの日 

ただし、指定管理者は、特に必要があると認めるときは、砺波市等の承認を得て、休

館日以外の日に休館し、又は休館日に開館することができる。 

 

６　指定期間 

　　令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間とする。 

 

７　利用料金に関する事項 

　　砺波市文化会館条例第１１条及び砺波市農村環境改善センター条例第１７条に定める

利用料金を条例の定める範囲で、砺波市等の承認を得て、指定管理者の責任において決　

定するものとする。 

 

８　法令等の遵守 

　　文化会館等の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、次の各項に掲げる法令等を遵

守しなければならない。ただし、本契約期間中に関係法令に改正があった場合は、改正

後の法令を準用する。 

（１）　地方自治法 

（２）　砺波市文化会館条例及び同施行規則 

（３）　砺波市農村環境改善センター条例及び同施行規則 



（４）　砺波市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例及び同規則並び　　　

に砺波市教育委員会公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する規則 

（５）　その他管理運営に適用される法令 

　　　　本契約期間中に関係法令に改正があった場合は、改正された内容を仕様とする。 

なお、改正に伴い、費用が増減する場合は、協議により指定管理料を改定するも

のとする。 

 

９　業務内容 

（１）　施設及び設備の利用の許可に関すること 

　　　　砺波市文化会館条例第８条各号及び砺波農村環境改善センター条例第９条各号に 

　　　抵触した者、又は明らかに抵触すると認められる者に対しては、利用の許可をしな

いこと。 

（２）　施設及び設備等の維持管理に関すること 

　　　　施設及び設備並びに備品が破損、消耗等した場合は、１件５０万円未満の修繕、

補給等は、指定管理者が負担すること。１件５０万円以上の修繕費が見込まれる場

合は、砺波市等との間で協議すること。 

光熱水費、消耗品費等は、指定管理者の負担とする。 

　　　○添付資料 

　　　　施設及び設備の維持管理運営基準書（消防設備、電気保安、空調設備等） 

（３）　利用料金の徴収に関する業務 

　　　　利用料金の額の設定（砺波市等の承認が必要）及び徴収に関する業務を行う。 

（４）　自主事業の運営に関すること 

　　　　自主事業計画書により、実施すること。 

（５）　芸術文化活動の支援に関すること 

　　　　砺波市文化協会及びその他の芸術文化団体の活動に対し、必要な支援を行うこと。 

（６）　駐車場の管理に関すること 

駐車場の管理は指定管理者が行うこと。ただし、目的外使用許可については、申

請受付窓口を指定管理者とし、許可は砺波市教育委員会が行う。 

（７）　公立文化施設協会等の加入に関すること 

　　　　全国公立文化施設協議会、東海北陸地区公立文化施設協議会、富山県公立文化施

設協議会など関係団体に加入すること。 

（８）　火災保険及び施設賠償責任保険に加入すること 

　　　　ア　全国公立文化施設協会賠償責任保険への加入は、指定管理者が行う。 

　　　　イ　施設に係る火災保険への加入及び利用者に係る施設賠償責任保険への加入は、　　　　　

砺波市が行う。 

（９）　利用者の安全の確保に関すること 



　　　　指定管理者は、利用者の安全対策、監視体制等について、各種マニュアルを作成

し、職員を指導し、万一に備えて職員を訓練すること。 

　　　　また、緊急対策、防犯・防災対策等の安全を確保するための各種マニュアルを作

成し、職員を指導し、万一に備えて職員を訓練すること。 

（10）　個人情報保護に関すること 

　　　　指定管理者は、個人情報保護の大切さを職員に周知・徹底し、万一これが漏洩等

した場合の対策を講じること。 

（11）　業務報告に関すること 

　　　　ア　毎年度終了後、６月末日までに実績報告書を提出すること。 

　　　　イ　その他、必要とする報告書を提出すること。 

（12）　管理運営のための体制の整備に関すること。 

　　　　ア　職員の雇用等に関すること。 

　　　　（ア）　総括責任者を１名配置のこと。また、必要な有資格者及び経験者等、適 

正な職員を配置すること。 

・必要な有資格者（第３種電気主任技術者、建築物環境衛生管理技術者、

甲種防火管理者） 

・文化会館に舞台技術経験者３名以上、農村環境改善センターに舞台技術

経験者１名以上配置のこと。 

　　　　（イ）　管理運営に係る全職員（臨時職員を含む。）の勤務形態等については、労 

働基準法・労働安全衛生法・その他労働関係法令を遵守し、管理運営に支

障のないように配置するとともに、利用者の要望に応えられるものとする

こと。 

　　　　（ウ）　自主事業の調査・企画、総合案内、舞台操作、機械設備保守管理及び施

設内外の清掃等、各種業務における責任体制を確立すること。また、職員

の資質を高めるため、研修を実施するとともに施設の管理運営に必要な知

識と技術の習得に努めること。 

　　　　イ　経理業務・受付業務・帳簿作成業務・その他体制の整備に必要な業務を実施

すること。 

（13）　利用料金の減免に関すること 

　　　　砺波農村環境改善センター条例第１７条第３項の規定に基づき利用料金の減免を 

　　　する場合は、あらかじめ砺波市の承認を得て、定める基準を示さなければならない。 

（14）　災害時の協力に関すること 

　　　　地震、風水害その他の災害発生時には、当該施設の利用者の安全を確保するため、

適切な防災・安全対策を講じるものとし、砺波市等と連携をとりながら適切に対応

すること。 

（15）　その他管理に関し必要な業務 



必要な許認可等の取得、監督官庁への届出業務、情報公開条例に基づく情報公開

業務、暴力団等の排除等 

 

10　立入検査 

　　砺波市等は必要に応じ、施設、物品、各帳簿並びに管理運営の実地について検査を　行

う。指定管理者は、合理的な理由なく、これを拒否することはできない。 

 

11　備品等の所有及び管理 

　　指定管理者に貸付ける備品等については、砺波市等の所有とし、その使用及び保管に

は十分注意すること。指定管理者が、自ら購入・搬入し保管する備品等については、指

定管理者の所有とする。 

 

12　協議 

　　指定管理者は、この仕様書に規定するほか、指定管理者の業務の内容及び処理につい

て、疑義が生じた場合は砺波市等と協議し決定すること。 

 

13　業務を実施するにあたっての注意事項 

（１）　公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団

体等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。 

（２）　砺波市内にある他の市民利用施設との連携を図った運営を行うこと。 

（３）　指定管理者が施設の管理運営に係る各種規程等を作成する場合は、砺波市等と協

議を行うこと。 

（４）　各種規程等がない場合は、砺波市等の諸規程に準じて、あるいは砺波市等との協

議に基づき業務を実施すること。 

（５）　砺波市等は、文化会館等を災害発生その他特別な事情がある場合に優先的に使用

することがあること。指定管理者は、これに協力すること。 

（６）　その他、仕様書に記載のない事項については砺波市等と協議を行うこと。 

 

14　経費等について 

（１）　管理に要する費用 

　　　　文化会館等は、利用料金方式により運営するため、指定管理者は利用料金及び別

に設定する文化会館及び農村環境改善センターの指定管理料その他を持って収入と

して、管理・事業運営を実施することとした場合に想定される事業計画とすること。 

（２）　精算及び事業報告 

　　　　会計年度終了後、６０日以内に事業の報告を行うこと。 

 



（３）　経理規定 

　　　　指定管理者は経理規定を策定し、経理事務を行うこと。 

（４）　立入検査 

　　　　砺波市等は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこととする。 

（５）　その他 

　　　　施設の管理運営については、地域の実情にあわせて行うこと。 

 

15　物品の帰属等 

（１）　砺波市が、指定管理者に対して委託代金により物品を購入させるときは、購入後

の物品は砺波市の所有に属するものとする。 

（２）　指定管理者は、砺波市の所有に属する物品については、砺波市財務規則並びに関

係例規の管理の原則及び分類に基づいて行うものとする。また、指定管理者は同規

則に定められた物品管理簿を備えてその保管にかかる物品を整理し、購入及び廃棄

等の異動について定期的に砺波市に報告しなければならない。 

（３）　指定管理者は、業務において使用する砺波市の所有に属する物品のうち、重要物

品については、砺波市財務規則に基づく現在高の調査を行い、同規則に定められた

様式により、遅滞なく砺波市に報告しければならない。 


